
 

【プレスリリース】 

全国星空継続観察の休止に伴う暫定調査実施について 

2013年 4月 21日 

星空公団 

 星空公団では、環境省が 25年間にわたって続けてきた全国星空継続観察が休止となることから、その代わり

となる星空公団独自の暫定調査への協力を呼びかけます。これは、これまで 25 年間連続してきた夜空の明る

さのデータがいったん途切れることを防ぎ、継続的なデータの蓄積につなげていくための試みとして、全国の

みなさまにデータ提供の協力を呼びかけるものです。 

 全国星空継続観察は、星空観察という身近な方法で大気環境の調査を行い、大気環境保全に関する国民

の意識を高めることを目的として、昭和 63 年より実施されてきた事業です。この事業では、肉眼や双眼鏡を用

いて星空の見え方の違いを比較する方法や、夜空の写真から背景の明るさを測定する方法で夜空の明るさが

継続的に調査されてきました。調査には全国の多くの団体が参加し、わたしたちを取り巻く大気や星空といっ

た自然環境に目を向ける非常に効果的な活動となっていました。また、測定された夜空の明るさは、上空に漏

れ出した地上の照明光が、大気中の水蒸気やチリ、黄砂などによって散乱された結果であり、大気環境の保

全のみならず、夜間照明の効率的な利用を考える上でも重要なデータとなっています。 

 しかしながら、この全国星空継続観察については事業仕分けにより予算がカットされ、またデータの集計を行

っていた全国星空継続観察システムの運用についても平成 24 年度末をもって休止されました。それに伴い、

平成 25 年夏期以降は当面の間、この事業が行われないこととなり、25 年間にわたって連続してきたデータが

いったん途切れる恐れが生じています。 

 星空公団では、継続的なデータを蓄積するために以下の暫定調査を行います。これは、全国星空継続観察

で行われてきた調査のうち、特に継続が必要と思われる「写真撮影による調査」について、これまでと同一の方

法でデータを取得していただき、星空公団が分析を行うものです。これにより、少なくとも平成 25 年度は写真

調査についてはデータの欠測を防ぐことができると考えております。みなさまのご協力をお願いいたします。 

【調査概要】 

期間： ＜夏期＞ 平成 25年 7月 28日（日）~8月 10日（土） 

＜冬期＞ 平成 26年 1月 21日（火）~2月 3日（月） 

調査方法： 全国星空継続観察で行われていた写真撮影による調査 

調査スタッフ： 本調査に賛同いただける全国のみなさま 

データ集計方法： ６月下旬に星空公団のウェブサイト（http://www.kodan.jp/）にてリリースいたします。 

 

【お問い合わせ先】 

 星空公団 原田／小野間 

 URL： http://www.kodan.jp/  E-mail： sw2013@kodan.jp 


